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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 11,662 25.8 220 － 300 － 172 －

2024年３月期第１四半期 9,273 12.6 △179 － △35 － △103 －

（注）包括利益 2025年３月期第１四半期 292百万円（843.9％） 2024年３月期第１四半期 31百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第１四半期 17.41 －

2024年３月期第１四半期 △10.40 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 39,784 10,955 26.1

2024年３月期 40,829 10,886 25.5

（参考）自己資本 2025年３月期第１四半期 10,379百万円 2024年３月期 10,427百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 15.00 － 30.00 45.00

2025年３月期 －

2025年３月期（予想） 40.00 － 30.00 70.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 26,000 23.3 1,050 69.7 1,000 24.7 650 97.6 65.51

通期 58,500 15.9 3,500 24.4 3,350 13.5 1,950 19.8 196.52

１．2025年３月期第１四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

　　　2025年３月期（予想）の第２四半期末の配当金40円には、「設立60周年記念配当」10円を含んでおります。

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期１Ｑ 10,265,480株 2024年３月期 10,265,480株

②  期末自己株式数 2025年３月期１Ｑ 342,721株 2024年３月期 342,721株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期１Ｑ 9,922,759株 2024年３月期１Ｑ 9,922,793株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：有

新規  3社  （社名）CHホールディングス株式会社及びその子会社２社、除外  －社  （社名）

（注）詳細は、添付資料Ｐ．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する

注記事項（連結の範囲の重要な変更）」をご覧ください。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する

注記事項（会計方針の変更に関する注記）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意

事項等については、添付資料Ｐ．３「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」を

ご覧ください。

（金額の表示単位の変更について）

　当社の四半期連結財務諸表に掲記される科目その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載しておりました

が、当第１四半期連結会計期間及び当第１四半期連結累計期間より百万円単位で記載することに変更いたしました。な

お、比較を容易にするため、前連結会計年度及び前第１四半期連結累計期間についても百万円単位に変更して記載して

おります。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善する下で、各種政策の効果もあって、

緩やかな回復が続くことが期待されます。ただし、海外景気の下振れリスクをはじめ、物価上昇、不安定な国際情

勢、金融資本市場の変動等の影響が懸念され、先行きが見通せない状況にあります。

このような状況のもと当社グループは、グループビジョン「世界のヒビノへ」の実現に向け、中期経営計画「ビ

ジョン2025」（2023年３月期～2026年３月期）に取り組んでいます。本中期経営計画では、中期経営方針として

「持続的成長を可能とする経営体質の構築」「健全経営の確立」の２つを掲げています。「ハニカム型経営」と

「イノベーション」を成長戦略の柱とし、M&Aも活用して新領域を開拓するとともに、適正な利益、財務の安定、

人的資本の向上の好循環サイクルを確立していきます。

この方針に基づき、当第１四半期には、株式会社エルロイなど映像制作会社９社を傘下に持つCHホールディング

ス株式会社を子会社化し、映像制作サービスの提供を開始しました。

当第１四半期連結累計期間は、コンサート・イベント市場が活況を維持していることや、顧客の設備投資意欲の

回復、都市再開発計画の進展等を背景に大型案件が増加し、当初計画を上回って推移しました。特需案件の剥落が

あったコンサート・イベントサービス事業は前年同四半期実績をわずかに下回りましたが、販売施工事業及び建築

音響施工事業は前年同四半期実績を上回りました。

これらの結果、売上高11,662百万円（前年同四半期比25.8％増）、営業利益220百万円（前年同四半期は営業損

失179百万円）、経常利益300百万円（前年同四半期は経常損失35百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益

172百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失103百万円）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

［販売施工事業］

販売施工事業は、主軸である業務用音響・映像機器等の輸入販売及び施工において、コンサート・イベント市

場、設備市場、放送局市場における顧客の活発な設備投資が継続し、大型案件が増加しました。

LEDディスプレイ・システム販売については、企業の本社アトリウムや、体験型ブランドショップ向けの大型案

件が業績を牽引しました。また、2023年12月に連結子会社化した株式会社エヌジーシーの業績が、当期は第１四半

期連結累計期間より寄与しています。

韓国子会社は、国内景気の回復が期待されるもののその効果が顕在化する段階にはなく、厳しい事業環境下にあ

りますが、取扱いブランドの拡充や為替動向に応じた価格改定等により収益拡大を図りました。

これらの結果、売上高5,869百万円（前年同四半期比52.5％増）、セグメント損失４百万円（前年同四半期はセ

グメント損失332百万円）となりました。

［建築音響施工事業］

建築音響施工事業は、顧客の旺盛な設備投資需要や都内で複数進行する再開発を背景に、放送局の建替やスタジ

オの新設、文化・交流施設の新築計画が中長期的に控えていることから、良好な事業環境にあります。前連結会計

年度からの手持ち工事を含めメディア関連の大規模プロジェクト、ホール、シネマコンプレックス、スタジオ、音

響実験室等の建築音響案件の工事が順調に進捗したことや、完成時に工事契約金額の増額が行われたことなどか

ら、売上高及びセグメント利益は前年同四半期を上回りました。

これらの結果、売上高2,046百万円（前年同四半期比24.2％増）、セグメント利益73百万円（前年同四半期はセ

グメント損失63百万円）となりました。

［コンサート・イベントサービス事業］

コンサート・イベントサービス事業は、人流の増大に加え、首都圏を中心とした大規模会場の増加等を背景に、

コンサート・イベント開催の動きが活発化しています。主力のコンサート市場が堅調に推移したほか、企業イベン

ト、コンベンション、スポーツイベントの各市場も好調な状況にありますが、前年同四半期に大型案件（G7広島サ

ミット）があったことなどにより、売上高及びセグメント利益は前年同四半期からわずかに減少しました。

これらの結果、売上高3,746百万円（前年同四半期比0.8％減）、セグメント利益486百万円（前年同四半期比

3.9％減）となりました。
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（２）当四半期の財政状態の概況

　当第１四半期連結会計期間末の資産合計は39,784百万円となり、前連結会計年度末と比べて1,044百万円減少し

ました。これは商品及び製品並びに仕掛品が増加したものの、受取手形、売掛金及び契約資産が減少したことが主

な要因であります。

　負債合計は28,828百万円となり、前連結会計年度末と比べて1,113百万円減少しました。これは短期借入金が減

少したことが主な要因であります。

　純資産合計は10,955百万円となり、前連結会計年度末と比べて68百万円増加しました。これは株主配当により利

益剰余金が減少したものの、非支配株主持分が増加したことが主な要因であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期の第２四半期連結累計期間の連結業績予想につきましては、当第１四半期連結累計期間の業績が当

初計画を上回って推移していること及び足元の状況を踏まえ、2024年５月13日に公表しました予想数値を修正し、

売上高26,000百万円（前年同四半期比23.3％増）、営業利益1,050百万円（同69.7％増）、経常利益1,000百万円

（同24.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益650百万円（同97.6％増）といたします。

通期の連結業績予想につきましては、これらの要因に新規連結子会社の寄与を考慮に加え、売上高58,500百万円

（前連結会計年度比15.9％増）、営業利益3,500百万円（同24.4％増）、経常利益3,350百万円（同13.5％増）、親

会社株主に帰属する当期純利益1,950百万円（同19.8％増）と修正いたします。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,328 3,844

受取手形、売掛金及び契約資産 12,470 9,542

商品及び製品 6,656 7,026

仕掛品 900 1,562

原材料及び貯蔵品 154 152

その他 1,129 1,461

貸倒引当金 △48 △40

流動資産合計 25,591 23,549

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,842 3,007

減価償却累計額 △1,417 △1,447

建物及び構築物（純額） 1,425 1,559

機械装置及び運搬具 17,025 17,312

減価償却累計額 △12,524 △12,796

機械装置及び運搬具（純額） 4,500 4,516

工具、器具及び備品 2,827 2,572

減価償却累計額 △2,271 △1,975

工具、器具及び備品（純額） 556 596

リース資産 1,456 1,685

減価償却累計額 △876 △938

リース資産（純額） 580 746

その他 2,163 2,207

有形固定資産合計 9,225 9,626

無形固定資産

のれん 1,858 2,259

その他 343 333

無形固定資産合計 2,201 2,592

投資その他の資産

その他 3,822 4,027

貸倒引当金 △11 △11

投資その他の資産合計 3,810 4,015

固定資産合計 15,237 16,234

資産合計 40,829 39,784

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,763 4,207

短期借入金 6,285 5,194

１年内返済予定の長期借入金 4,031 4,060

リース債務 303 315

資産除去債務 9 －

未払法人税等 705 178

賞与引当金 1,074 448

その他 3,724 4,697

流動負債合計 20,897 19,101

固定負債

長期借入金 6,272 6,796

リース債務 285 439

退職給付に係る負債 2,263 2,259

資産除去債務 164 172

その他 58 58

固定負債合計 9,045 9,727

負債合計 29,942 28,828

純資産の部

株主資本

資本金 1,748 1,748

資本剰余金 2,005 2,005

利益剰余金 6,506 6,381

自己株式 △241 △241

株主資本合計 10,019 9,894

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 65 69

繰延ヘッジ損益 2 3

為替換算調整勘定 186 261

退職給付に係る調整累計額 154 150

その他の包括利益累計額合計 408 485

非支配株主持分 459 576

純資産合計 10,886 10,955

負債純資産合計 40,829 39,784
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年６月30日)

売上高 9,273 11,662

売上原価 5,950 7,540

売上総利益 3,323 4,121

販売費及び一般管理費 3,502 3,901

営業利益又は営業損失（△） △179 220

営業外収益

受取利息 2 1

受取配当金 4 2

為替差益 154 71

固定資産売却益 － 32

その他 37 21

営業外収益合計 198 129

営業外費用

支払利息 41 40

支払手数料 3 2

その他 9 6

営業外費用合計 54 49

経常利益又は経常損失（△） △35 300

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△35 300

法人税等 37 99

四半期純利益又は四半期純損失（△） △72 200

非支配株主に帰属する四半期純利益 30 27

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△103 172

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △72 200

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 18 4

繰延ヘッジ損益 5 1

為替換算調整勘定 83 90

退職給付に係る調整額 △3 △3

その他の包括利益合計 103 92

四半期包括利益 31 292

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △19 249

非支配株主に係る四半期包括利益 50 42

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（連結の範囲の重要な変更）

　当第１四半期連結会計期間より、当社はCHホールディングス株式会社の株式を新たに取得したため、同社及び同社

の子会社２社を連結の範囲に含めております。

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当第１四半期連結会計期間の期首から適

用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連

結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

　前第１四半期連結累計期間
（自  2023年４月１日

　　至  2023年６月30日）

　当第１四半期連結累計期間
（自  2024年４月１日

　　至  2024年６月30日）

減価償却費 597百万円 648百万円

のれんの償却額 72 96

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のと

おりであります。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

販売施工事業 建築音響施工事業
コンサート・

イベントサービス
事業

売上高

外部顧客への

売上高
3,847 1,648 3,777 9,273 － 9,273

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

14 0 13 28 △28 －

 計 3,861 1,648 3,791 9,302 △28 9,273

セグメント利益

又は損失（△）
△332 △63 506 110 △289 △179

（単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

販売施工事業 建築音響施工事業
コンサート・

イベントサービス
事業

売上高

外部顧客への

売上高
5,869 2,046 3,746 11,662 － 11,662

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

91 136 4 232 △232 －

 計 5,960 2,183 3,750 11,894 △232 11,662

セグメント利益

又は損失（△）
△4 73 486 555 △335 220

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

　　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△289百万円には、セグメント間取引消去58百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△347百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い販売費及び一般管理費であります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△335百万円には、セグメント間取引消去16百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△352百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い販売費及び一般管理費であります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

　「コンサート・イベントサービス事業」セグメントにおいて、当社は、2024年５月31日（みなし取得日2024年６月

30日）に、CH ホールディングス株式会社の株式を取得し、連結子会社化いたしました。当該事象によるのれんの増

加額は、当第１四半期連結累計期間においては488百万円であります。なお、のれんの金額は、当第１四半期連結会

計期間末において取得原価の配分が完了していないため、暫定的に算定された金額であります。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年８月７日

ヒビノ株式会社

取締役会　御中

東　陽　監　査　法　人

　東京事務所

指定社員
業務執行社員

公認会計士 山田　嗣也

指定社員
業務執行社員

公認会計士 西村　仁志

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているヒビノ株式会社の2024年４月１日から2025年３月31日

までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2024年４月１日から2024年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間

（2024年４月１日から2024年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結

損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会

計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作

成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実

性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重

要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論

又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　　上
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